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1. はじめに   

日本の「ふね遺産」を調査・発掘・評価・審査し、第

1回として認定する行事が、日本船舶海洋工学会 120周

年となる本年 2017年の 7月に実施され、以降も引き続

き実施される予定であることは、我が国の「ふね技術」

の価値を改めて認識し、次世代にも継承し、「ふね」に

対する憧憬を喚起することにもつながることが期待さ

れ、大変喜ばしいことである。 

日本船舶海洋工学会の「ふね遺産認定実行委員会」で

も活発な議論がなされているが、認定には、現時点で

「モノ（あるいはその一部）」が残っていることを条件

としている。 

本稿では、実物が残っている、明治中期築造の「旧浦

賀船渠のドック」について、その技術的な価値を紹介す

るとともに、実物は残ってはいないが、種々の資料で幕

末に建造された事が明らかであり、しかも旧浦賀船渠創

設の 42年前に、浦賀の地で建造された洋式帆船「鳳凰

丸」についても遺産の価値ありとして紹介する。 

今後現存しない「鳳凰丸」といったものを「ふね遺

産」とする場合は、ジャンルとして「ふね遺産」の中に

「記憶遺産」あるいは「記録遺産」といったものを設け

るのが良いと思われるので、その候補の一つとしての意

味合いもある。また現在は実物が残っていて「ふね遺

産」と認定された場合でも、その後実物が失われた場合

は「記憶遺産」あるいは「記録遺産」にシフトすること

になるであろう。勿論、極力保存の努力をすべきではあ

が。 

 

2.浦賀で建造された様式帆装軍艦「鳳凰丸」 

前報 10)ほか９）でも述べたように、大きなシステムであ

る船の場合、何をもって最初とするか、着目点によりその

濫觴は異なる。この点から、著者は、大船禁止令３）の解

除後に建造された洋船の最初としては「伊豆の戸田にて

建造された戸田号（君沢型）２)は、「ロシア人の設計・建

造指導による国産洋式帆船」の濫觴、浦賀で建造された鳳

凰丸は「純国産の洋式帆装軍艦の濫觴」、といった評価に

なると思われる」と述べた。 

ここでは、戸田号より早く建造された「鳳凰丸」につい

て紹介し、「幕末のふね遺産」としての価値を紹介したい。 

 洋式帆装木造軍艦「鳳凰丸」は、幕命により浦賀奉行が

中心となり、ペリーが初来航（1853 年、本稿では西暦を

主とし和暦は括弧書きで示す）した直後に建造に着手さ

れ翌年に完成されたとされる。鳳凰丸の主要目としては：

長さ：20間、幅：５間、深さ：３間１尺５寸、である（Fig.1、

東京大学資料編纂所蔵）。 

鳳凰丸は、函館戦争時には、榎本艦隊で輸送船として使

用された後、明治政府に引き渡されたとのことであり、建

造・運用されたのは間違い無いが、船体関係で実在するも

のは無い。また後述するようにその性能についても従来

は「芳しくなかった」という評価が流布していたが、造船

技術の観点からは再評価もなされている。 
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Fig. 2 . Midship section of Ho-oh Maru (ref.5) 

 
Fig. 1. Painting of Ho-oh Maru (ref.5) 
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鳳凰丸の計画・建造について。ペリー初来航（1853年）

前、1849 年（嘉永 2 年）に浦賀奉行は警備船として小型

洋式帆船「蒼隼丸（そうしゅんまる、全長 16.7m）」を建

造したが大型船の建造は不可能だったので、蒼隼丸建造

中に浦賀に来航した英国軍艦に舟大工を見分に派遣し、

通訳から造船法の概略を聞き出した。 

このような下地があり、鳳凰丸は、ペリー初来航（１８

５３年７月）後の１０月に、次節でも述べる浦賀造船所で

建造を開始し、１８５４年６月に、8か月という短期間で、

我が国の船大工により建造されたが、ペリーの再来日（１

８５４年２月）までには間に合わなかった。 

 Fig.１によれば、鳳凰丸は３本マストで最後尾マスト

は縦帆でバーク型である。船尾に日章旗が描かれている。

砲門は全体で１０門、船体は漆を用い赤色に塗装してい

る（船底には銅板を貼る）。鳳凰の船首像や船尾装飾りも

あり、急いだ割には手が込んでいる。 

構造は肋骨のある洋式であるが、肋骨の数を通常の半

分くらいに減らし、結合にも和式の船釘を使った。肋骨の

数が少ないので「これでは肋材に防弾効果は期待できな

いから、鳳凰丸は輸送船には使えても軍艦の用には供せ

なかっただろう」との評６）もあるが、少なくとも木造船

としては、強度面からは問題無く、船型も我が国の港湾事

情を考慮しており、合理的という評価もある。 

即ち、宝田 5,7）は『復元図等で調べてみると上甲板長

36.4m、型幅 10.6m、型深 4.18m、この船は勝海舟等が脆弱

で使い物にならないと酷評を残して，それから幕末の洋

式帆船はよくない評判になっているが．L/B＝3.43、

B/D=2.54、幅広’浅深の船型になっている。これは当時の

日本の港が浅かったので．外国船の模倣ではなく．実情に

合った主要寸法にしたものである。深さが浅いと縦強度

に不利であるが．上甲板の厚さを増して補い，建造期間が

短かったので肋骨を間引いて工期を短縮した。横強度が

不足するが、外板の厚さを増して補っている（Fig.2参照）。

強度計算をすると縦横強度ともに現代の木船構造規定の

要求を満足している。極めて合理的な対策をとっている』

と評価している。 

 

3. 旧浦賀船渠（株）のドック 
ドックは船そのものではなく、船舶建造・補修のため

の施設であり、ドックの建造技術から見ると「土木遺

産」でもあるが、船というシステム成立にとって不可欠

のものであり、「ふね遺産」にも含めて良いであろう。

船を知っていることを生かして、造船技術者が設計した

場合もある。分野をまたぐ例としては、機械遺産に認定

されたが、航空遺産でもある YS-11がある。 

今日、大型船の場合、建造・修船ともドライドック使

用が殆どであるが、以前は建造は船台、修船はドライド

ックという分業がなされていた。明治中期に築造された

旧浦賀船渠のドライドックも修船のためである。 

先の鳳凰丸は旧浦賀船渠（株）の工場があった場所

（通称浦賀造船所）で建造された。建造主は江戸幕府で

ある。一方旧浦賀船渠（株）は明治中期（1896年）創立

で民営である。 

なお浦賀では、かのリーフデ号（1600年に英人ウィリ

アム・アダムスが乗ってきた船）の解体がなされたとの

記述がある（見学会時のパネルより）が、その時の技術

的伝聞が残っていないか、興味あるところである。 

鳳凰丸が建造された浦賀造船所は、その後 1859年に

日本初のドライドックが築造され、サンフランシスコに

向かう（1860年）前の「咸臨丸」船体を補修したが、そ

のドックは現存せず、築造場所についても明確でなく 2

説がある８）。 

その後浦賀造船所は 1876年（明治 9年）に閉鎖され

たが、約２０年後、1894年の日清戦争を機に民間による

修理・新造の需要増１）を背景に（当時、大型ドックは長

崎に１、横須賀に３基）浦賀船渠（株）が 1896年（明

治 29）年に創業し、艦艇を主体に建造してきた。「日本

丸（II世）」もここで建造されている。その後 1969年

（昭和 44年）には住友重機械工業の傘下となり 2003年

に閉鎖されるに至った。 

筆者は閉鎖後 2回に亘って現地を訪れている。2回目

は「かんりん丸フェスティバル（2016 年 4月 30日」で

開催された見学ツアー「産業遺産見学会：レンガドック

活用イベント実行委員会主催（住重と横須賀市および市

民が組織）」参加という形で、通常は内部には入れない

機械工場やドック底近くまで降りて見学することができ

た。 

浦賀船渠の修船用ドライドック築造の準備は、会社創

設前の 1895年から始まり 1899年 11月に完成した。ド

ックは石積みではなくレンガ造りであり、明治期に作ら

 

Fig.4  Looking toward the dock front of old Uraga Ship 

Yard (photo by author in 2016) 

 

Fig.3. View of old Uraga Ship Yard in 1960. Left: two 

slips for building, Middle: factory, Right: dry dock. 
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れた 32基のうちレンガ造りは、ごく近くの川間にある

もの（浦賀港口で元石川島造船所浦賀分工場。現在は扉

船はなくヨットハバーとして使用されている）も含めて

2基のみである 4）。レンガは石よりも耐久性に劣るが、

明治中期には品質も向上し、安価で加工しやすいという

ことで採用されたようである８）。旧浦賀船渠のドライド

ックはこのようにめずらしいレンガ積であり、関東大震

災にも耐え、完全な形で残っており貴重なものと言る。 

ドックの諸元としては、 

・主要目：長さ＝148m（現在 180m）、幅・上部＝20m、

下部＝18m、深さ渠口 10m（見学時のパネルより） 

・建造期間：1895 年秋準備開始、最初の技師はオラン

ダ人デ・レーケ、古川庄八、 デ・レーケ解雇（1897年 3

月解雇）後に杉浦栄次郎・緒明菊三郎参加し、1898年 11

月完成 

・材料：レンガ（岡田レンガより上等焼過レンガ使用、

積み方は通称「フランス積」） 約 215万個（底部用 130

万個、裏込め用 85万個）使用、外国産セメント（英・独・

アルゼンチン）1430t、石（相州産堅石十割栗石）約 1377

ｍ３。（見学時のパネルより） 

Fig.6 に 1900 年（明治 33 年）当時のドックの使用状

況を示す。フランスから購入した軍艦吾妻が入渠中。 

 

4. おわりに 

日本船舶海洋工学会による「ふね遺産認定制度」の発足

を機に、候補になり得るものとして「鳳凰丸」と「旧浦賀

船渠（株）のドライドック」を取り上げた。片や現物は無

いが記録に残る我が国初の、和船技術も取り込んだ設計

建造の、洋式帆装木造軍艦、片や完全な形で現存する、レ

ンガ積としては我が国初のドライドックである。 

既に失われたものは仕方がないが、旧浦賀船渠には、ド

ック以外にも、機械工場や日本丸が建造された船台もま

だ残っているので、これらも「ふね遺産」や「産業遺産」

として是非保存していきたいものである。 
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Fig.5. Pile of bricks and stones. Looking toward 

the dock gate (old Uraga Shipyard). (photo by 

author in 2016) 

 

Fig,6 Military ship   

“Azuma (吾妻＊)” in 

the dock of old Uraga 

Shipyard. 

(1900) 

 

＊ Imported from 

France（launched  on 

June 1899） 

─91─


